
歴
史
民
俗
資
料
館
に
つ
い
て

【
第
９
回
】

移
転
準
備
の
た
め
休
館
し
ま
す

　

現
在
、
旧
府
中
公
民
館
跡
に
、

公
民
館
と
歴
史
民
俗
資
料
館
の
機

能
を
兼
ね
備
え
た
複
合
施
設
の
建

設
が
進
ん
で
い
ま
す
。
町
の
歴
史

や
文
化
を
知
る
た
め
の
新
た
な
学

び
の
場
と
し
て
期
待
さ
れ
る
も
の

で
す
。
こ
の
建
設
に
伴
い
、
現
府

中
町
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
は

９
月
末
で
終
了
し
ま
す
。
小
学
校

の
地
域
学
習
で
見
学
さ
れ
た
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
企
画
展
示
や
グ

ル
ー
プ
展
示
、
主
催
研
修
に
参
加

さ
れ
た
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
逆

に
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
人
も

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
休

館
ま
で
に
一
度
見
学
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

民
俗
文
化
財
と
歴
史
民
俗
資
料
館
　

　
文
化
財
を
守
る
た
め
の
法
律
に

文
化
財
保
護
法
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
法
律
は
、
昭
和
24
（
１
９
４
９
）

年
に
法
隆
寺
金
堂
の
火
災
に
よ
り

白
鳳
時
代
の
壁
画
が
焼
損
し
た
こ

と
が
契
機
に
な
り
、
翌
年
、
議
員

立
法
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
初

は
絵
画
・
仏
像
や
建
物
だ
け
で
し

た
が
、
社
会
の
変
化
で
保
護
の
対

象
が
広
が
り
ま
す
。
民
俗
文
化
財

は
昭
和
50
（
１
９
７
５
）
年
の
法

改
正
で
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
民
俗

文
化
財
は
人
々
が
生
き
て
い
く
中

で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
衣
食
住
・

生
業
・
信
仰
・
風
俗
慣
習
・
民
俗

芸
能
・
民
俗
技
術
に
関
わ
る
、
ま

さ
に
生
活
そ
の
も
の
で
す
。
し
か

し
、
経
済
成
長
が
進
み
生
活
様

式
が
変
わ
る
中
で
、
古
い
も
の
が

捨
て
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う

い
っ
た
風
潮
の
中
で
民
俗
文
化
財

の
収
集
と
保
護
が
急
が
れ
ま
し
た
。

文
化
庁
も
収
集
し
た
民
俗
文
化
財

の
た
め
に
歴
史
民
俗
資
料
館
の
建

設
に
助
成
し
ま
し
た
。
こ
の
後
数

年
間
で
県
内
で
も
多
く
の
歴
史
民

俗
資
料
館
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

府
中
町
歴
史
民
俗
資
料
館

　

現
在
の
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、

旧
府
中
町
役
場
の
建
物
を
改
造
し

て
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
す
。
昭

和
12
年
に
府
中
村
が
府
中
町
に
な

り
、
役
場
庁
舎
は
昭
和
29
年
に
建

て
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
人
口
増

加
や
町
政
の
多
様
化
に
対
応
す
る

た
め
に
昭
和
59
年
に
現
庁
舎
を
建

設
し
ま
す
。
こ
の
時
に
旧
役
場
庁

舎
を
改
造
し
て
懸
案
で
あ
っ
た
歴

史
民
俗
資
料
館
を
開
設
し
ま
す
。

そ
の
後
、
多
く
の
住
民
の
方
々
か

ら
資
料
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
歴
史
民
俗
資
料
館
は
２
階
建
て

で
「
府
中
町
の
す
が
た
」「
府
中

町
の
あ
ゆ
み
」「
人
び
と
の
く
ら

し
」に
分
け
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

地
理
地
形
的
な
特
徴
、
各
時
代
の

遺
跡
な
ど
、
府
中
町
の
自
然
と
文

化
、
歴
史
を
幅
広
く
理
解
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

 

菅　
信
博

見

再

ふ
る
さ
と
ふ
ち
ゅ
う

再再
発

現在の歴史民俗資料館

元気配達人 出張事業「お好み体験班」
‟おすすめレシピ”を紹介♪

朝 パ
ッ

君
の

耳 よ り 情 報健康に役立つ

情報を紹介

● 元気配達人 出張事業とは？
　�　第２次府中町健康増進計画・食育推進計画（改定版）
に基づき、健康や食を通して地域の人と子どもが育ちあ
うことを目的とした取り組みです。

●「お好み体験班」のおすすめレシピ
　�　今回紹介するレシピは、この取り組みを進めるグルー

プの１つ「お好み体験班」の皆さんが、コロナ禍の影響
で、例年行っている体験活動が出来ない中でも「食べる
楽しさを忘れないでほしい」との思いでおすすめするレ
シピです。ぜひ家庭で楽しんで作ってみてください。

問健康推進課　☎₂₈₆︲₃₂₅₇

材料
・豚こま切れ肉：300ｇ
・広島菜　　　：１袋
・しょうゆ　　：小さじ１
・油　　　　　：少々
・ごはん　　　：３合
※お好みでちりめんじゃこも。

作り方
①豚肉と広島菜を小さく切る。
②豚肉と広島菜を油で炒め、しょうゆを入れる。
（ちりめんじゃこを入れる場合は、ここで入れる）
③ごはんに適量混ぜておむすびを作る。

レシピは、公共施設
にも置いてるよ！

豚肉と広島菜のおむすび豚肉と広島菜のおむすび
おすすめレシピ

ふ
る
さ
と
ふ
ち
ゅ
う

イ
ク
フ
レ

図
書
館

消
防
／
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
わ
だ
い
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